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論　　文　　の　　要　　旨

＜目　的＞

　大脳基底核の一つである尾状核の一側に頻回の電気刺激を加えると，対側に向かう首の屈曲（head

tumi㎎），姿勢の変化，及び回転歩行運動（circ1i㎎）が起こる。しかしながら，head　tumi㎎の発現

に，頸筋がどのように関与しているのか，また，申枢神経系内でどのような経路がこれに関係して

いるのかは明らかにされていない。本研究では，head　tumi㎎の発現に関与する1）頸筋の同定と2）

尾状核からの遠心路の検索を行った。

＜方　法＞

　著者らが開発した方法（無麻酔・無拘束のネコで，尾状核内外を系統的に電気刺激し，首の屈曲

を定量的に記録する方法）を用いた。また，すでに公表した著者らの所見（head　tumi㎎の誘発に有

効な尾状核内の部位，反応の発現に要する潜時に関する所見）に基づいて実験を行った〔参考論文（ユ）〕

　ユ）の目的のために，両働の後頭肩甲筋，頸斜角筋，板状筋，頭最長筋，頸最長筋，前頭斜筋，

後頭斜筋，錯綜筋，頸二腹筋，頸部多裂筋の筋電図を記録し，尾状核刺激によるhead　tumi㎎の開

始の前後で，これらの頸筋がどのうよな活動の変化を示すかを調べた。また，各頸筋の活動変化の

開始とhead　tumi㎎の開始との時間関係を解析した。

　2）の目的のために，カイニン酸を用いて，脚内核，黒質網様部，上丘を破壊し，それによって

尾状核刺激で誘発されるhead　tumi㎎がどのように障害されるかを解析した。
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＜結果と考察＞

　1）屈曲働の板状筋，頭最長筋，頸最長筋，前頭斜筋，後頭斜筋では，大多数の例でhead　tumi㎎

の開始に先行して活動が増強した（それぞれ全体の82％，72％，77％，59％，68％）。これに対して，

後頭肩甲筋，錯綜筋，頸二腹筋，頸部多裂筋では，大多数の例でhead　tumi㎎の開始の前後に屈曲

働で活動が減弱した。このことから，尾状核刺激によるhead　tumi㎎の発現には，板状筋，頭最長筋，

頸最長筋，前頭斜筋，後頭斜筋の活動の増強が寄与していることが明らかとなった。

　2）尾状核から脚内核を介して，脚橋被蓋核に至る経路と尾状核から黒質網様部を介して上丘に

至る経路の2経路について，head　turni㎎との関連を調べた。脚内核の一側を完全に破壊しても，破

壊側の尾状核刺激によってhead　tumi㎎が誘発され，誘発に有効な尾状核内の領域，反応発現まで

の潜時にも，健常例との間で差がなかった。このことから，尾状核刺激によるhead　tumi㎎の発現に，

脚内核を介する経路は直接関与していないと判断された。

　3）黒質網様部や上丘のほぼ全域が破壊された例では，head　tumi㎎は誘発されなかった。このこ

とから，黒質網様部を介して上丘に至る経路が尾状核刺激によるheadtumi㎎の発現に不可欠のも

のであると判断された。

　4）黒質網様部の広範な破壊例のうち，外側部が傷害されなかった例では，尾状核の尾側部の刺

激でhead　tumi㎎が誘発された。このことから，head　tumi㎎の発現に関して，尾状核と黒質網様部

との問で部位的対応関係のあることが示唆された。

審　　査　　の　　要　　旨

　大脳墓底核は運動の制御やプログラミングを行う重要な神経核である。大脳基底核が傷害される

と，異常不随意運動が発生する。しかしながら，大脳基底核が正常な運動においてどのような役割

を演じているかは，未だ充分に解明されていない。著者らは，すでに，運動の変化を評価するため

の適切な方法を開発し，大脳基底核のうち，尾状核がheadtumi㎎（首の屈曲）の発現に重要な神経

核であることを明らかにしている。これに基づき，本研究ではさらに，1）尾状核の電気刺激によっ

て誘発されるhead　tumi㎎に関与する頸筋ならびに背筋を同定し，2）head　tumi㎎の発現に必須

の申継核ならびに神経回路を明らかにした。

　本研究で得られた結果は，今後，大脳基底核と運動との関係を解析する上で貢献する所が大きい

と評価された。

　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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